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【解題】チャールズＲ・ヘンダーソン著「ボランタリー・アソシエーションの場と機能」

著者のチャールズ・リッチモンド・ヘンダーソン(CharlesRichmondHenderson)は1848年にイン

ディアナ州のコンヴィングトンに生まれ，１９１１年にサウスカロライナ州のチャースルトンで亡くなっ

ている。ヘンダーソンはシカゴ大学社会学部の創立期の１８９２年以来のメンバーである。かれは学部長

のスモール(AlbionW､Small)，トーマス（WilliamLThomas)，ヴィンセント（GeorgeVincent)とと

もに，シカゴ大学社会学部を支えたビック・フォーと賞賛されている。ビック・フォーの言葉は，シカ

ゴ大学社会学部の神話語となっている。ヘンダーソンはシカゴ大学で，最初に「農村社会学」を講義し

たばかりでなく，最初に「都市社会学」の講義をしたことでも知られている。

ところが，スモールやトーマスに比して，ヴィンセントやヘンダーソンの影は薄い。ヴィンセントに

ついては最近，ロマーノの『忘れられた社会学者再考』（Romano,ＭａｒｙＡｎｎ(ed.),LostSocjojogjsts

RgdjscoUg”d,TheEdwinMellenPress,2002)のなかで，Ｊ・アダムス，Ｗ,ベンヤミン，Ｂ､ウェブ，Ｗ、

D・ボアス，Ｐ.Ａ,ソロキン，Ｈ,マーチノー，Ｆ・トリスタンなどとともに，とりあげられている。しかしヘ

ンダーソンは，そうした機会さえもっていない。

シカゴ大学社会学部の歴史を書いたファリス(ＲＥ.Ｌ・Faris,Jr.)は『シカゴ・社会学：1920～1932』

のなかで，ヘンダーソンについて，かれは社会学史に残る業績は何一つ残さなかったと，きびしい評価

を与えている。ファリスはさらに，ヘンダーソンがシカゴ大学創立当初のメンバーで，唯一アメリカ社

会学協会の会長に選ばれなかったことを指摘する。ファリスは父親がシカゴ大学の社会学部で学部の行

政に深くかかわり，社会学協会の会長にも選ばれていることから，この評価には'慎重でなければならな

いにしても，ヘンダーソンの学問的業績に対して，シカゴ学派の内部から強い疑問が呈されていること

は，注目に値するだろう。ただ，そのファリスでも，ヘンダーソンが学生や大学院生を積極的にフィー

ルドに現場に送り込み研究を進めるよう指導したことに関しては，評価せざるをえなかった。ヘンダー

ソンはシカゴ社会学の大きな特徴となっている凋査に基づく研究を確立するのに不可欠な貢献をしてい

る。かれの都市や農村への関心には，こうした研究態度が貫かれている。

最近，ボランティアの研究がブームの観を呈している。こうしたなかで，しばしばボランティアの研

究が，社会学のまったく新しい分野であるかの説明がなされたりしている。しかし１９世紀末から２０世

紀初頭にかけてのアメリカの社会学には，ボランティアへの関心が深く刻まれていたのである。それど

ころか，ボランタリーな組織の存在はアメリカ社会の特徴ともなっていたのである。それを正面から最

初に論じたのが，本論文の冒頭でも掲げられているＡ・トックビルの有名な「アメリカの民主政治」であ

る。｛Ａ､deTocqueville,DgmocmCy伽Ａｍｅγjca,１８４１（井伊玄太郎訳「アメリカの民主政治』講談社学

術文庫１９７２年)}。

その後，ボランタリーな組織の存在をアメリカ社会の特徴として指摘した著名な社会学者が，Ｍ、

ウェーバーである。かれは１９０４年に，アメリカを旅行している。そこでＭ・ウェーバーは，アメリカ人

がおびただしい数のボランタリーな組織のなかで生活していることに驚いている。かれは帰国後の

1905年に，有名な「プロテスタンテイズムのく倫理〉と資本主義の精神」を書きあげる。（MaxWeber，

DieprotestantischenEthikundderGeistdesKapitalismus,ｉｎＧｅｓａｍ加e"eAz4/S〃zez〃γRejjgjo"s‐

sozjojOgje,Ｂｄ､１，J.Ｃ､Ｂ,Mohr(PaulSiebeck),TUbingenl922｛大塚久雄訳「プロテスタンテイズムの

〈倫理〉と資本主義の精神』})。Ｍ､ウェーバーはその翌年の1906年に，アメリカでの体験を「プロテス



8２

タンティズムのく教派〉と資本主義の精神」としてまとめている。｛MaxWeber,Dieprotestan‐

tischenSektenundderGeistdesKapitalismus,ｉｎＧｅｓａｍｍｇ"gAz4/1sdjzgz”Rgjjgio〃ssozjojOgjg,Ｂｄ、

１，J.Ｃ､BMohr(PaulSiebeck),Tiibingenl922（中村貞二訳「プロテスタンテイズムの教派と資本主義

の精神」『ウェーバー宗教社会学論集」河出書房１９６８年)}。しかしその後，ボランティアの研究が社会

学のなかで，大きな比重を占めることはなかった。

本論文は世界で最初の社会学に関する学術雑誌が「アメリカ社会学雑誌」だとすると，ボランティア

について書かれた最初の論文だということとなる。ヘンダーソンはもともと牧師であり，人道主義の立

場から社会学を研究した。かれは社会改良を目的としたのである。かれのボランティアへの着目も，そ

うした観点からであった。このため社会学の「科学」化を課題とした後の研究者からは，魅力のない研

究対象となった。ボランティアの研究は実践的な問題と密接に関係する一方で，科学的な法則や抽象的

な議論とはなじみにくい性格をもっている。このためボランティアの研究は次第に社会学の隅に追いや

られるとともに，社会学と社会福祉が分離していった。しかし近年，社会学の研究では旧来の社会科学

像の崩壊とも相まって，再びボランタリーな組織に研究の焦点が集まろうとしている。最近の社会学研

究では，社会の法則や理論への志向性が急速に弱まっている。こうしたなかで，本論文の訳出が最近の

社会学の変化に，いささかでも益するところがあればと祈念している。

藤田弘夫（慶膳義塾大学文学部教授）


